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0. はじめに
ウイルタ語 1の動詞には、形動詞形、定動詞形、副動詞形の三つの活用形式がある。その
内の形動詞は非常に多機能な形式で、名詞を修飾する機能(以下、「修飾用法」)、名詞節とな
る機能(以下、「名詞用法」)、文の述語となる機能(以下、「述語用法」)を有する(Tsumagari 2009: 
11 等)。しかし、修飾・名詞用法については管見の限り未だ詳しく検討されておらず、たと
えば被修飾名詞に対し形動詞が修飾節を形成する際には、被修飾名詞に所有人称が標示さ
れる場合と標示されない場合があることなどは未だ扱われていない。本稿ではこの被修飾
名詞の人称標示に注目し、形動詞による修飾には二種類の構文、すなわち関係節化による修
飾と所有構造を用いた修飾の 2 つがあることを指摘する。その上で、これまで指摘されてき
た形動詞の機能である「修飾用法」と「名詞用法」をそれぞれ再分類する。
 なお＋は語幹末と融合することを示し、大文字は母音調和による異形態を代表させた表
記とする。各用例には問題となる形動詞に下線と、修飾節には[]を付した。文献からの用例
は池上 (1997) を基にした音素表記に統一した。ロシア語の和訳・グロスは筆者によるが、
ウイルタ語の和訳はそれぞれのテキストによる。
1 サハリンの少数民族・ウイルタ人の言語で、ツングース諸語の一つである。ツングース諸語は系統的に
I 群～IV 群のグループに分けられ、ウイルタ語は III 群に属する (津曲 1988: 744)。語順は原則として
SOV 型で、修飾語が被修飾語に先行する。音韻としては/ a, ə, o, ɵ, u, i, e /の 7 個の母音音素と、/ p, t, k, b, 
d, g, č, ǰ, m, n, ɲ, ŋ, l, r, s, x, w, j /の 18 個の子音音素からなる (ibid.)。母音調和が見られ、母音は (1) a, o、 
(2) ə, ɵ、(3) u, i, e の 3 グループに分類できる。この内の (1) と (2) のグループに属する母音は原則として
一単語内に共起できない。 (3)の母音は (1) と (2) いずれのグループの母音とも共起できる (ibid.)。サハ
リン北部ワール川を中心として話される北方言と中部ポロナイスクを中心に話される南方言がある。話者
数は現在 10 人以下(山田 2013: 19)と言われる、消滅の危機に瀕した言語である。
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1. ウイルタ語概説
1.1. 人称形動詞 
 形動詞には人称形動詞と非人称形動詞の二種類がある。人称形動詞 2とは、所有人称接辞
をとることができる形動詞形のことで、これによって主語の人称と一致する所有人称接辞
を標示しうる。形態は表 1 のようになる。①限定語
として名詞を修飾する機能、②動作性名詞(verbal 
noun)となる機能、③文の述語となる機能を持つこと
が指摘されている(Tsumagari 2009: 9)。 
 これに対し、所有人称をとらない形動詞を非人称
形動詞と呼ぶ。本稿では紙幅の都合上、人称形動詞
のみを扱い、非人称形動詞は扱わない。
1.2. 所有人称接辞と所有構造 
ウイルタ語には所有人称接辞
がある。所有人称接辞の機能は、
第一に、名詞に付いてその名詞
の所有者の人称・数を標示する
こと、第二に、人称形動詞に付
加され主語の人称・数に一致す
ることである。形式は表 2 のよ
うになる。[ ]は斜格に付加された際に実現する形式である。 
前者の場合、次のような構造を成すことで名詞どうしの修飾を行うことができる。前項名
詞 A の人称・数が後項名詞 B に標示され、A が B を修飾する。本稿では、この構造を成す
要素のうち、A の位置に立つ名詞を「前項」、B の位置に立つ名詞を「後項」と呼び、この
ような構造を「所有構造」と呼ぶ。ただし、いずれの人称においても、前項を明示せずに所
有人称接辞のみで所有者を表すこともできる。
[A(前項) B(後項)-所有人称接辞] 
 この構造が表す修飾関係は必ずしも「所有」関係とは限らない。人称や一般名詞に関わら
ず、所有構造は極めて多様な意味関係を表し得る。例(1)では、聞き手と話し手の位置関係を
規定し、例(1)では前項が後項の属性を示している。ウイルタ語の三人称の所有人称接辞は
1・2 人称代名詞以外の名詞と一致する。そのため、この構造は一般名詞どうしの修飾を行
2 この形動詞について、日本おける研究では人称形動詞・不完了体/完了体という用語を用いているが、ロ
シアでの研究では能動形動詞・現在/過去としている。本発表では先行研究を除き人称形動詞・不完了体/
完了体という用語で統一する。
表 1: 人称形動詞 
音韻条件 不完了/完了 
-VV: -ri/-xA(n)
-CV: +ri/-xA(n)
-(C)VC: -ǰi/-či(n)
特定の動詞群: -si/-či(n)
(山田 2013: 98, 100 を基に筆者作成) 
表 2: 所有人称接辞 
1SG: -bi (-VV:-wi) [-wwee] 1PL: -pu [-ppoo] 
2SG: -si (-C: -či) 2PL: -su (-C: -ču) 
3SG: -ni 3PL: -či 
REF.SG: (-bi) REF.PL: (-bari) 
(Tsumagari 2009: 5, Petrova 1967: 37-38 を基に筆者作成) 
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う構造としてウイルタ語では頻繁に用いられる 3。 
(1) a. mini tawwəə-du-we  bu! b. muri  jawata-ni
1SG.GEN  向こう側-DAT-1SG  COP+IMP 馬  群れ-3SG
俺の向側に戻れ! (澗潟 1981: 199) 馬の群れ (Misonova 2013: 289)
2. 先行研究
本稿では、紙幅の都合上、人称形動詞の機能について具体的に述べている Petrova(1967)と
Tsumagari(2009)について概観する。 
2.1. Petrova(1967) 
Petrova(1967: 97-98)によると、能動形動詞(人称形動詞)は人称語尾を標示する場合と標示
しない場合があるという。標示しない場合には、大きくわけて修飾語、合成名辞述語の項、
主語としての役割を担うという。以下では、本稿に関わる機能を概観する。例(2)は「修飾
語」、例(3)は「名詞化した修飾語」、例(4)は、「主語」として用いられている例である。 
(2) [bojon-du sorrii] nari  gəlbu-ni nalma 
熊-DAT  戦う+P.IPF  人 名前-3SG  PSN 
熊と戦っている人の名前はナルマだ。 (Petrova 1967: 97) 
(3) tamačču  mənə  ula-l-taki uu-du-gačči, 
そうして REF トナカイ-PL-DIR.REF 乗る-ITE-CONV.COOR 
[nulǰi-xə-səl] pokto-kkee-či  ŋənə-xə-ni 
移住する-P.PER-PL   跡-PRL-3PL   行く-P.PER-3SG 
そうして自分のトナカイにまた乗って、移住した道に沿って行った。(Petrova 1967: 98) 
(4) tar  tuta-xa(n)    ǰiŋ   daai   bičči(n),   ədə-či  bičči(n). 
その 逃げる-P.PER   とても 大きい COP+P.PER   主-3PL  COP+P.PER 
その逃げたのはとても大きかった、やつらの主だった。 (Petrova 1967: 98) 
一方、Petrova(1967: 99-101)は、形動詞が所有人称接辞や再帰人称接辞を伴う場合には、主
と目的語 4、状況語、そして修飾語としての役割を担うことができると述べている 5。次の
例(5)(6)は、「修飾語」として用いられるという。 
3 ウイルタ語は語形成の手法としての複合に乏しく、所有人称接辞による修飾によって二つの概念を合わ
せて述べる現象が多くみられる(例: gaai ǰolo-ni(からす 石-3SG)「石炭」など)。林(1995)は、現代トルコ語
において possessive suffix によって「複合名詞」を形成する現象を possessive compound と呼び、possessive 
compound がその構成要素に多様な要素を含み得る点、統語的自立性が高い点から「句」に近い特徴を有
することを指摘している。
4 原文では補語(дополнение)となっている。 
5 前者二つは格語尾を取って文の項となるものであるが、本稿では紙幅の都合上割愛する。
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(5) getta maŋga-ŋu-ni muročči-xa-ni: 
PSN 強者-AP-3SG 思う-P.PER-3SG 
isi=ləkə [balǰi-xa-si]   suŋu-si   isi=məli. 
今=EMPH 暮らす-P.PER-2SG 太陽-2SG  今=LMT 
ゲッタ氏族の強者は思った。今まさにお前が暮らしていた太陽は今だけだ、と。
(Petrova 1967: 102) 
(6) [tulə-či-llee-wi] uni-ŋu-bi aptu-xa-ni. 
網を仕掛ける-ITE-INCH+P.IPF-REF 川-AP-REF 着く-P.PER-3SG 
彼はいつも網をしかけはじめる川に到着した。 (Petrova 1967: 102) 
2.2. Tsumagari(2009) 
Tsumagari(2009:11)はウイルタ語における関係節化(relative clause)について触れている。そ
れによると、主要部名詞が関係節の主語である場合には形動詞(participle)は人称接辞を取ら
ず、斜格項が関係節化(relativized)される場合には形動詞が主語の人称接辞を要求するという。
Tsumagari(2009)では主語、目的語、道具の項、場所の項が関係節化されている例を挙げてい
る。次の(7)は道具の項を、(8)は場所の項を関係節化したと想定される例文である。 
(7) suŋdattaa mii-xəm-bi   kucigə 
魚+ACC 切る-P.PER-1SG ナイフ
私が魚を切ったナイフ (Tsumagari 2009:11) 
(8) suŋdattaa əksə-xə-si  ostooli 
魚+ACC 置く-P.PER-2SG 机
お前が魚を置いた机 (Tsumagari 2009:11) 
2.3. 先行研究まとめ 
Petrova(1967)は、人称形動詞については形動詞に標示される人称の有無からそれぞれの機
能について示している。一方、Tsumagari(2009)は、主語、目的語、道具や場所の項も関係節
化できることを示している。
このように見ていくと、いずれの先行研究も形動詞そのものには注目をしていても、
Petrova(1967)で挙げられている(5)(6)ように、被修飾名詞にも人称標示が見られるものにつ
いては全く触れられておらず、そのあり方への注意は見受けられない。本稿では上述の先行
研究を踏まえ、主に文献から得られる例を基に、これまで区別をされて来なかったウイルタ
語における名詞修飾を形態統語的観点から再分類する。
3. 調査方法
本稿では、テキストと辞書例文から形動詞の修飾用法と名詞用法を含む例文を収集した。
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調査資料は池上(2002)、澗潟(1981)、Petrova(1967)、風間(2011)を用いる。澗潟(1981)は南方
言を記録した辞書で、文法要素も見出し語に立てている。形態の認定や音韻表記に問題はあ
るものの、豊富な例文を掲載していることが特徴的で、口語的な例文も多い。
池上(2001)、Petrova(1967)、風間(2011)はウイルタ語のテキストである。池上(2001)はウイ
ルタ語南方言の音声付きテキスト集で、現在刊行されている資料の中で最も量が多い。風間
(2011)はウイルタ語北方言のテキストである。Petrova(1967)は北方言と思われるウイルタ語
のテキストが 10 編おさめられている。
 例文の収集は、後続の名詞を修飾しているもの、格助詞が形動詞に付加されているもの、
文の項として用いられているものを、日本語訳を参考に文脈を見て筆者が判断した。
4. 名詞用法・修飾用法の再検討
本稿の調査で得られた用例を、被修飾名詞のふるまいから、用例を次のように分類した。
表 3: 調査結果(人称形動詞のみ) 
まず、被修飾名詞を持たず文の項として働いているもの(①)6、被修飾名詞に所有人称が標
示されないもの(②-a)、被修飾名詞に所有人称が標示されるもの(②-b)に分類した。以下で
は、被修飾名詞を有するもの(②)のふるまいを中心に考察する。 
4.1. 被修飾名詞が人称標示を行わないもの 
被修飾名詞が所有人称接辞をとっていない例は、次のようなものである。
(9) bi    [namu-duu   solo-xo] nari-tai  alduu-mačči-wi . 
1SG   海-ABL    遡上する-P.PER 人-DIR 消息-RECP+P.PER-1SG. 
俺は海から(川へ)遡上してきた人に会って消息を交わす。 (澗潟 1981: 4) 
このような例が全体で 101 得られた。この場合、いずれも被修飾名詞が従属節内に復元可能
6 このうち、被修飾名詞がないもの(①)は名詞用法の例であり、紙幅の都合上本稿では割愛する。 
①
被修飾名詞なし
② 被修飾名詞あり
合計
②-a 人称なし ②-b 人称あり
池上(2002) 73 19 13 104 
澗潟(1981) 91 79 15 184 
Petrova(1967) 59 3 5 68 
風間(2011) 2 0 0 2 
合計 225 101 33 289 
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な修飾 7(本稿では 4.2.2 節で見る修飾と区別をするため、これを関係節化 8と呼ぶこととす
る)である。主語が関係節化されたと想定される例は 80 例、目的語が 14 例、時間の項が 1
例、場所の項が 6 例であった。道具の項と想定される例は得られなかった。 
4.2. 被修飾名詞が人称標示を行うもの 
被修飾名詞が所有人称接辞を取っている例は、全体で 33 例得られた。これらの例をみる
と、前節のように、従属節中に被修飾名詞を復元できるものと、復元し得ないものがあるこ
とが観察される。以下では、これらをそれぞれ概観する。
4.2.1. 従属節内に復元可能なもの 
被修飾名詞が従属節内に復元可能なものは、次のような例である。
(10) [si   buu-ri]     ulaa-si orki ulaa 
2SG   あげる-P.IPF  トナカイ-2SG   悪い トナカイ
お前がくれるトナカイは悪いトナカイだ。 (澗潟 1981: 20) 
例(10)はそのトナカイが「お前」
つまりここでいう 2 人称で標示さ
れている相手のものであるという
ことを強調するために用いられて
いると考えられる。
このような例が 10 得られた。い
ずれも、4.1 節の修飾と同様に、従
属節に対し何らかの格関係を有す
る名詞である。主語 2 例、目的語 2
例、時間 1 例、場所 5 例であった。 
7 従属節中に復元可能な修飾とは、寺村(1975[1992])他が日本語の連体修飾に関する議論で用いた考えで、
被修飾名詞が修飾部の用言と何らかの格関係を有する修飾を指し、「内の関係」と呼ばれる。一方、日本
語には、被修飾名詞が修飾部用言と何らの格関係をも持たない修飾関係、つまり従属節中に被修飾名詞を
復元できない修飾があり、これは「外の関係」の連体修飾と呼ばれる。ただし、後述するように、本稿で
はウイルタ語における復元不可能な修飾を用言による連体修飾とは見做さないため、本稿の議論において
「内の関係」「外の関係」という用語は用いない。
8 ウイルタ語の修飾は非定型である形動詞を用いて行われる。そのため、これを関係節化と呼ぶことに
は、コムリー(1992)が同じく非定型の構文を用いるトルコ語に関して指摘する通り、議論の余地がある。
しかし、それでもなおコムリー(1992: 153)は「関係節の定義には、機能的(意味的、認知的)な定義が必
要」であると述べ、関係節を「かならず、主要部と制限節とからなり、主要部はそれ自身、ある可能な指
示範囲を持ち、一方、制限節は、構造全体の実際の指示対象について真であるべき命題を与えることによ
ってその範囲を制限する」と定義することで、トルコ語のような非定型の構文をも関係節として扱ってい
る。本稿では後にみる「復元できない修飾(所有構造による修飾)」と対比することを目的として、コムリ
ー(1992)に倣い、「修飾節内に復元可能な修飾」を上述の定義を満たすものとして「関係節化」と呼ぶ。 
表 4: 復元できる修飾における所有人称と用例数 
所有者 
所有人称
1SG 1PL 2SG 2PL 3SG 3PL REF 
1SG 2 0 0 0 0 0 0 
1PL 0 0 0 0 0 0 0 
2SG 0 0 2 0 0 0 0 
2PL 0 0 0 0 0 0 0 
3SG 0 0 0 0 3 0 0 
3PL 0 0 0 0 0 1 0 
REF 2 0 0 0 0 0 0 
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これらの被修飾名詞が標示する人称は、その所有者と一致する。三人称単数-ni は一般名
詞全般と一致するため、これを標示しているものは論拠となり得ないものの、三人称以外で、
被修飾名詞と文脈上の所有者の人称が一致している用例が 5 例見られた。これは、次節の復
元できない修飾との大きな違いである。
4.2.2. 復元できない場合 
被修飾名詞が従属節内に復元できない用例は、いずれも被修飾名詞に対し、従属節が内容
を補充する関係にあるものである。これらは(11)のように全く復元できないものと、(12)の
ように復元すると従属節と主節の時間・空間関係が変わってしまうものの二種類がある 9。
前者は 4 例、後者は 19 例得られた。 
(11) [tar  kadara-ŋu-ni  unnǝǝ  soloi  pukči-xǝ-ni] pokto-ni  saap-či-ni. 
その ヒグマ-AP-3SG 川+ACC 上流へ 走る-P.PER-3SG 跡-3SG  わかる-P.PER-3SG 
そのヒグマが川を上流へ走った足跡だとわかった。 (Petrova 1967: 128) 
(12) [ŋǝnǝ-xǝ-ni]   xamara-kkee-ni   tuudu-xǝ-ni taani 
行く-P.PER-3SG  あと-PRL-3SG    おりる-P.PER-3SG INFER 
(おおおとこが)行ったあとでじいさんはおりてきたそうな。(池上 2002: 16、一部改変) 
 被修飾名詞に標示されてい
る所有人称接辞をみると、1 人
称単数が 1 例、3 人称単数が 22
例であった。ここで注目した
いのは、従属節主語が 1・2 人
称である場合に被修飾名詞が
3 人称単数を標示している例
が 4 例、再帰を含めれば 5 例
見られる点である。これは、前
述の関係節化による修飾の被
修飾名詞が人称を標示する場合と異なる点である。
本稿では、4.1 節・4.2.1 節で見た修飾と、本節で見た従属節内に復元できない修飾とでは
統語原理が異なり、後者は所有構造を用いた広義の名詞による修飾であることを主張する。 
9 修士論文では、前者を「一般的な補充」、後者を「相対的な補充」と呼んでいる。これは寺村(1975 
[1992])が日本語の連体修飾(特に外の関係)における議論において示した考えである。日本語の「外の関
係」は、「ふつうの補充」を行う場合と「逆補充(相対的補充)」を行う場合とに分かれ、前者は、「それが
内容そのものをいわば正面から補充し、表す場合(寺村 1975[1992]: 202)」で、後者は、被修飾名詞が、前
後左右といった相対性を有する際に、「底の名詞 が本来的に相対する概念の内容を表す(ibid.)」場合を指
している。修士論文では、この補充関係の様相が、4.2.2 の修飾、つまり所有構造による修飾(後述)の成立
に深く関わる問題として論じたが、本稿では紙幅の都合上割愛する。
表 5: 復元できない修飾における所有人称と用例数 
従属節主語
所有人称
1SG 1PL 2SG 2PL 3SG 3PL REF 
1SG 1 0 0 0 0 0 0 
1PL 0 0 0 0 0 0 0 
2SG 0 0 0 0 0 0 0 
2PL 0 0 0 0 0 0 0 
3SG 1 0 2 1 17 0 1 
3PL 0 0 0 0 0 0 0 
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それに先立ち、4.3 節では形容詞と所有構造による名詞修飾の形態統語的特徴について概
観する。その上で、所有人称を伴わなわず復元可能な修飾と所有人称を標示し復元不可能な
修飾を比べ、これらが形容詞・所有構造による修飾と平行的な現象であることを主張する。
4.3. 形容詞と所有構造 
ウイルタ語において形容詞は名詞類の一つとして扱われており(池上 1997 等)、活用を持
たず、テンス等動詞が標示しうる文法機能を担うことができない 10。Tsumagari(2009: 10)が
「通常、形容詞は活用を持たず、数、格、人称での主要部名詞との一致を示さない。」と述
べているように、形容詞が名詞を修飾する際、形態的標示はなく、被修飾名詞に先行するこ
とによって修飾を行う。そして、修飾語(形容詞)だけでなく、被修飾名詞にも標示は現れな
い。この点は、4.1 節で見た関係節化による修飾と共通した特徴を有するといえる。 
一方、所有構造による名詞修飾は、1.2.2 節で概観した通り、所有人称接辞によって行う
名詞どうしの修飾である。この構造では、(13)や(14)のように 2 語以上の句や節も前項とし
て立つことができる。すなわち、名詞的ステータスを有すればこの所有構造を形成すること
ができるようである。  は前項となっている所有構造を表す。
(13) pǝǝtǝ ulisǝ-ni uliŋgakta-ni 
アザラシ 肉-3SG よいもの-3SG 
あざらしの肉のいきのいいの。 (池上 1997: 219) 
(14) [sini   ooronnee  gadu-wa-si]    bɵjɵ    puu-ni    ǝ-si    beeji. 
2SG.GEN さっき  運ぶ-P.PER-2SG  けだもの におい-3SG  NEG-P.IPF  COP+CONJ 
あなたがさっき運んで来たけだもののにおいでないですか。    (池上 2002: 72) 
ここで重要なのは、この所有構造においていずれも 3 人称単数-ni が名詞句を受けている点
である。(14)の例では、従属節の主語は 2 人称単数であるが、後項の名詞 puu「におい」は
三人称単数-ni が標示されている。この三人称単数-ni は修飾節を含む名詞句 sini ooronnee
gaduwasi bɵjɵ 全体を受けている人称標示であると考える。 
以上の条件を踏まえると、次の例(15)における形動詞句 gaduγasi は、puu「匂い」にかかる
修飾句としてはたらいているのではなく、名詞句としてはたらき、puu「匂い」を後項とし
た所有構造を成していると考えられる。
(15) mama-ŋu-ni   un-ǰi-ni   “ǝr   gadu-xa-si  pu-ni=tǝni...”
妻-AP-3SG   言う-P.IPF  これ  運ぶ-P.PRF  匂い-3SG=INFER 
その妻は言う、「これはあなたの持って来た(ものの)匂いでしょう。」(Petrova 1967: 146) 
10 テンスを標示する場合には、コピュラ動詞 bi-を活用させることで表す。同一の形式が修飾・叙述とも
に用いられ、名詞として用いる場合にはその形式がそのまま名詞に転換して格語尾や所有人称を取る。
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4.2.2 節で見た復元できない修飾のほとんどが三人称単数-ni を標示していたのは、形動詞
節が名詞化して前項となり、被修飾名詞を後項とする所有構造が成立するためであると考
える。つまり、このような場合に被修飾名詞に標示される三人称単数-ni は、節全体を受け
てそれを標示するために現れる標識で、このような修飾は、通常の名詞どうしの所有構造よ
りもはるかに(統語的に)広い要素を受ける所有構造による修飾であると考える。 
4.4. 二つの修飾 
 前節までで、ウイルタ語における節による名詞修飾には二つのあることを述べた。これを
様式化すると図 1 のようになる。ここで  は修飾部を、  は修飾される名詞を表し、
[ ]は所有構造を形成することを表す。 
形容詞による修飾 形容詞 被修飾名詞
関係節化による修飾 形動詞 被修飾名詞
所有構造(名詞)  [名詞(前項) 名詞(後項)-所有人称] 
所有構造(形動詞)   [形動詞(前項)  名詞(後項)-所有人称(三人称)] 
図 1: 二つの修飾のタイプ 
 形動詞による二つの修飾の使い分けは、第一に、従属節に被修飾名詞を復元できるか否か
に起因すると考えられる。被修飾名詞に人称が現れない場合は、従属節となっている文内の
項が被修飾名詞となって修飾関係を構成している。これは形容詞でも同様で、文中の項が修
飾される場合に被修飾名詞に人称が標示されないという点で、この二つは共通している。
一方、被修飾名詞に所有人称が現れている場合には、上述の修飾で所有者を強調する意図
で人称標示されているものを除き、従属節内に被修飾名詞を(そのままの意味関係で)復元す
ることができないという特徴を持つ。これは、名詞どうしの修飾としての所有構造と共通す
る特徴を有しているといえる。名詞どうしの修飾である所有構造は、当然、その構成要素間
に文としての関係は成立しない。名詞どうしの所有構造は、そうした関係を持たない構成要
素どうしを、所有人称接辞による一致の力で二つの要素の結びつきを強めることで成立す
る。このような名詞どうしの修飾の様相が、復元できない被修飾名詞をもつ修飾にも当ては
まる。すなわち、修飾部と被修飾名詞が文としての関係を持たない場合には、所有人称接辞
による一致の力で修飾構造を形成すると考える。
4.5. 再分類 
 以上、被修飾名詞が標示する人称のふるまいから、ウイルタ語形動詞の修飾について考察
してきた。これらを図にまとめると次のようになる(図 2)。 
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図 2: 再分類したウイルタ語形動詞の用法 
 修飾用法は、被修飾名詞が従属節内に復元可能な修飾を行う形動詞の用法である。一方、
名詞用法は、形動詞が名詞としての統語的性質を獲得し、名詞項として文中に立つ用法で、
格語尾等を取って文の項等となったり、所有構造の前項となったりする働きを持つ。この場
合、いずれも補文標識を持たずに補文節を形成するが、後者は所有人称接辞を介し後項の名
詞を修飾する。したがって、所有構造の前項となって名詞を修飾する場合には、広義の名詞
による修飾の一種であると考える。
5. おわりに
本稿ではウイルタ語の形動詞による修飾について、被修飾名詞における所有人称接辞の
ふるまいに注目し、修飾には統語原理のことなる二種類のあることを指摘し、名詞用法と修
飾用法を再分類した。今後は非人称形動詞のふるまいや文の項となる場合の様相、所有構造
そのものの研究を進め、より包括的にウイルタ語の修飾について明らかにしていきたい。
略号一覧 
-: 形態素境界 / +: 融合 / =: 接語境界 / 1: 一人称 / 2: 二人称 / 3: 三人称 / ABL: 奪格 / ACC: 対格 / AP: 譲渡可
能所有 / CONJ: 条件 / CONV: 副動詞 / COOR: 等位 / COP: コピュラ動詞 / DAT: 与格 / DIR: 方向格 / GEN: 属格 / 
IMP: 命令 / INCH: 開始 / INFER: 推定 / IPF: 不完了体 / ITE: 多回 / LMT: 限定 / NEG: 否定 / P: 人称形動詞 / PER:
完了体 / PL: 複数 / PSN: 人名 / RECP: 相互 / REF: 再帰 / REPET: 再度・反動 / PRL: 沿格 / SG: 単数 
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